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報 告

生殖 ・内分泌委員会報告

思 春期 をめ ぐる諸 問題検討 小委員会

（わ が 国 に お け る思春期 妊娠第 4 回調査 報告 ）

　　委 員長　廣　 井　　正 　 彦

　　平成 5年度思春期妊娠問題小 委員会

　　　　　 小 委 員 長 　矢内原 　巧

　　
’F成 7年度思春期妊娠問題小委 員会

　　　　　小委員長　玉舎　輝彦

委 員　日崎　　登 ， 片桐　清一，河 合　清文

　 日本産科婦人科学会小児 ・思春期問題委員会は十代

の 妊 娠，分娩の増加に鑑み思春期 に お け る 性行動 の 実

態 ， 性意識を把握す る た め
，

20歳未満 で 妊娠 し た女子

の社会医学的検討を行 っ て きた ．同調査 は 昭和53年 6

月 を第 1 回 と して 5 年 ご と過去 3 回行 わ れ 今回 は第 4

回 の調査 に あた ワ， 妊娠に 至 る社会的背景や産科学 的

問題 点 に つ い て 検討 した ．

　　　　　　調査対象ならび に調査方法

　調 査対象 ：過去 の 調査 が 20歳未満 すなわ ち19歳 まで

に妊 娠状態を終了 し た もの を対象と し た の で ， こ れ ら

と の 比較 の た め に 過 去 3 回 と 同様 な調査対 象 を用 い

た．

　調 査方法 ：日本母性保護産 婦人科医会 の 全面的 な協

力 の も と各都道府県の 日 母支 部長 か ら そ れ ぞ れ 5〜10

施設 を推薦 い ただ き図 1の ような調査票 を配付 した．

こ の 調査票 は調 査結果の 比較の た め第 3 回調査 と同様

の もの を用 い た ．こ れ と同時 に 分娩調査票 も配付 し分

娩例 に つ い て は記載 して い ただ き， 十代分娩 の 実態 に

つ い て検討 し た．調査期間 は平成 7 年 6 月 1 日か ら平

成 8年 5 月 31口まで の 1年間で あ る．集計 さ れ た 調査

項 目は コ ン ピ ュ
ーター

処理 さ れ検討 した ．

　　　　　　　　　 調査成績

　集計さ れ た 妊 娠の 調査票 は 1，634枚で あ っ た が 記載

不 備 等 に よ り実 際 に集計処 理 さ れ た の は 1，615例で

あ っ た，う ち既婚者は655例（40，6％）で あ り，前回調査

の 24．0％ を大 きく上回 っ て い た（表 1 ）．

　1．年齢分布

　本調 査 の 対象 と な っ た 十代妊娠 の 年齢分布 は 表 2 の

よ うで あ り， こ の 年齢分布 は過去 の 調査 と同様 の傾向

を示 し た ．17歳 か ら19歳で 全体 の約90％を占め る．一

方16歳以下 は 9．2％ と第 3 回調査 （112 ％）よ り減 少 し

て い る もの の 第 1回調査 （9．7％〉， 第 2 回調査 （9．6％）

と 同様 の 傾 向を示 した．

　 2．身体発 育

　身 長 の 分 布 は過 去 3 同 の 調 査 と 同様 で あ り，

155〜159cm が 35．8％ と最 も 多 く，次 い で 15D〜154cm

（26，7％〉，160〜164cm （25．9％）の順で あ り， 第 1回 お

よび第 2 回 の調査 と同様 の 傾向を示 し た が，第 3 回調

査 とは 2位 と 3 位 の順序が 入 れ 替わ っ て い る．

　体重 は 50〜54kg が 26，4％，45〜49kg が 26．4％ と第

3 回調査 と同様 の 傾 向 を示 した ．

　 3．初経年齢分布と月経周期

　初経 年 齢 は 9 歳 か ら17歳 ま で 分布 し ， 12歳代 が

41．1％， ll歳代が20．4％ ， 13歳代が 19．2％，14歳代 が

10．2％と過去 の 報告 と同様 の 傾向を示 し た，月経周期

の 正順 な る もの は80．0％で あ り， や は り過去 の 報 告 と

大差な か っ た ．

　4．教 育背景 と本人 の職業

　年齢別の教育程度を表 3 に 示 したが ，過去 の調査 同

様 多少 の記載間違 い と思わ れ る もの が 含 まれ て い る

が ， 内容は過去 の 調査 と同様 で あ っ た．本人 の 職業を

表 4 に 示 した が無職の 占め る割合が 過去 の 調査 （第 2

回30．3％ ， 第 3 回35．7％）に 比較 し今回 45．4％ と増加 し

て い る が ，こ れ は 今 回 の 調 査 で は婚姻 して い る も の の

割合が増加 して い る こ と に 起 因す る と思われ る．

　5．居住地区

　都市部 が 71 ．7％ と過去 の 調査 同様絶対的に 多 く，ま

た人 口 20万人以．．Eの都市が 38．0％を占め こ れ も過去同
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図 1　 思 春 期妊娠調査 票
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表 1　 婚姻の 有無

例 　数 （％）

既 　婚 655 40．6％

宋　婚 838 51．9％

不　明 122 7．6％

計 1，615 100．0％
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　 6．家庭環境

　両親又 は祖父母 との 同居に関す る質問 に 対 して 全体

の 82．4％（1，331例）が 同居の 有無を回答 して くれ た ．こ

の うち 同居 し て い な い もの は 28．5％ （379例）で あ り，父

母又 は 祖父母 と同居し て い るもの が 71．5％ （952例）で

あっ た．こ れ ら同居 して い るもの 952例 の 内訳は 父母 と

の み 同居 し て い る も の が 50．9％ （485例）， 母の み が

14．3％（136例），父 の み が 3，3％（31例），父母祖父母 が

14．0％ （133例）， 父母祖母 が 8．6％ （82例）で あ っ た．傾

向的に は前回 の 調査同様 で あ る．しか し ， 本設問 の な

か に 婚姻 の 有無が含ま れ て い な い こ と，お よび今回 の

調査で は婚姻例が 増加 して い る点か ら ， 同居 し て い な

い と答 えた もの の なか に 婚姻 に よ り夫婦 の み で 生活し

て い る例が か な り含 ま れ る の で は と 考え婚姻 と同居 と

の 関係をク ロ ス 集計 して み た．そ の結果同居者なしと

答 え た 379例 の う ち 254例 （67．0％）は 既婚者で あ り， 未

婚の 独 り暮 しは約 1／3に過 ぎな い こ とが わ か っ た ，

　同 居 して い る 兄弟姉妹 は 1 名 が 26 ．3％ ， 2 名 が

15．8％で あ り， 58．8％が長女 ， 28，0％が次女で あ り前

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

1997年．9 月 報　告 765

表 2　 年齢分布

年 　齢 13 ユ4 15 16 17 18 19 計

例 　数 　 　 2

（％）　 　 0，1％

8 27 112 242 452 7721 ，615

0，5％ ］．7％ 　　　　6．9％ 　　　　王5．0％　　　28．0％　　　@47 ．8 ％　　　100．0

表 3 　教育

度 3 4 5 6 7 8 9十 ．卩

i％ ）

小学 生

中 生   1 o   o ユ 13

0 2 4

2 D ﾐ学 0 3 l 1 164

529 3D   ｍ ｶ l 5 51

14 35 7 高 卒 ， 〔 o 1

153

　　398

55618 1 5 1 学（ 大〕 0o0

01 4 1 D6 答なし

4 7 4．   計 2827112

42452

42 1， 5　 　1 ．O 4　 人の職

4 1 1 17 18 9 ％） ｳ職 0

00 4 1 17 369 73 45 4％ ｶ徒，学

28 0 00 358 222 事務員

会社 ）0 0 3 1 2 4 4167

0 ，   _ k o 2

1 　 0 2 員  

003

　 5 店 5 16 31

0 ．   ．   の 2 2 42

712 D   答なし 0 14 5 144 ユ 825

1 ％ 十 一三口

2 2 42 45 7 ，61

@ 　　 0 0 \ @ 手 教

程度 3 1 1 1 17 IB 9

（ ％ ） 中

生 023

1   ｲ 1 5 1 167

238 　 @ 0 6％ 57 @　　 35．   高 生 1

53i 4 4433 1 0．   校卒   0

618 8 0 6 ．1 学（短大

生 J ］ 　 　
1

82

5 ．   蜉 i短 ）卒 0 o 3 241593

7％ 明 o 1 0 4 黶Z 2 儖 71

王 ｬ 8 7 8 8 57191 ，527

4 ． 6％ 回 答 な し 0  
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回 と 同様の 傾 向を示 した ．

　7．相手 の 教育程度お よび相手 との 関係

　相手 の 教育程度は 中学卒 が 35，9％，高校卒 が 38．1％，

中学 牛が 0．6％ ， 高校生が 10．2％ と過去同様の傾向を示

し在校 生 は 少 な か っ た （表 5）．相手 と の 関係 を表 6 に

示 し た が ， 夫 が 36．2％ と 最 も 多 く， 次 い で 友 人

（2L4 ％）， 婚約者 （16，8％）で あ っ た ．過去 の 調査 と異

な り 1位 と 2位が逆転 して い る が こ れ は今回既婚者の

占め る割合が多い た め と考 え られ る．

　8．初交年齢お よ び場所

　初め て 性交を経験 した 年齢 を表 7 に 示 し た．過去 の

調査 と 同様16歳が最 も多 く ， 次い で 15歳 ， 17歳 の 順 で

あっ た．過去調査の 度 に 初交年齢が 早 ま る傾 向が 認 め

られたが
， 今回の 調査 で もそ の傾向は続 き16歳 まで に

63．7％，17歳 まで に 81．0％ が 性交 を経験 して お り， こ

の 割合は前回 よ り増加し て い る．

　初交 の 場所 は前回の 調査 と 同様 で あ り相手の家が最

も多 く， 次 い で ホ テ ル
， 自宅 の 順 で あ っ た．

表 6　相手 と の 関係

13 14 15 16　　　 　 17 18 19 十
、冨

卩 （％）

夫 0 o 2 13 66 王49 354 584　　　　36．2％

婚 約者 o o 6 19 イ7 94 105 271　　　　16．8％

知人   1 4 11 17 29 38 100　 　 6．2％

友人 1 5 10 43　　　 　 62 98 127 346　　　　21．4％

職場 の 人 ，（ 0 0 1　　　　　 1 6 22 30　 　 1．9％

師 弟   0 o o Q 0 0 0o ．o％

親族 0 0 o 0 0 0 0 oo ． ％

強姦   0 o 0 0 1 0 1n ．1％

そ の 他 1 0 4 10 24 4S 62 1499 ，2％

不 明 0 ］ 1 2 2 2 6 140 ．9％

小計 2 7 27 99 219 427 ナ14 1，495

回答 な し 0 1 o 工3 23 25 58 12092

．6％

7，4％

計 2 8 27 ll2 242 452 772 1，615　　　100，D％

表 7　 初 交 年 齢

初交年齢＼年齢 13 14 15 16 17 18 19 計　 　 　 〔％ ）

le o o o o o 1 0 1o ．1％

11 0 o 0 1 1 o 0 20 ．1％

12 2 o ワ】 2 4 3 2 15o ．9％

13 o 5 9 7 ll 14 20 66
「

4 、1％

14 o 2 9 24 36 51 59 181　　　 11 ．2％

15 0 0 7 45 66 104 125 347　　　　21．5％

16 e 0 0 20 80 129 188 4斤　 25．8％

］7 0 0 0 0 32 95 153 280　　　　17．3％

18 0 0 0 0 0
 

33 132 工65　　　　10．2％

19 0 ）〔 0 D 0 o 35 352 ．2％

小計 2 7 27 99 23  430 714 1，509　　　　93．4％

回答 な し o 1 0 13 12 22 58 1066 ．6％

計 2 8 27 Il2 242 452 772 1｝6｛5 　　　100，0％
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表 8　 初交 の 場所

13 14 15 16 17 18 19 計 （％）

自宅 0 2 6 19 29 54 77 187　　 工1．6％

相手 の 家 2 4 12 57 142 262 389 868　　　　53．7％

ア パ ー
ト 0 0 1 6 6 8 33 543 ，3％

ホ テ ル

野外

e 1 3 15 36 90 184 329　　　　20．4％

0 1 1 o 1 4 9 161 、O％

車 の 中 0   0 4 5 3 10 221 ．4％

そ の 他 o   o 1 0 o 　 0

漉

1O ．1％

小計 　 　　 　 　　2

回答 な し　　 　 　　 O

8 23 102 219 421 モ，477　　　　91．5％

o 4 10 23 31 7  1388 ．5％

計 2 8 27 ll2 242 452 772 1，615　　　100．0％

表 9　 初交の 季節

13 14 15 16 17 18 19 計 （％）

春 0 1 8 27 48 93 150 327　　　　20．2％

夏 0 3 12 39 74
凱

243 532　　　　32．9％

秋 1 2 4 ll 32　　 　 　 70 122 璽2 　 15・O％

冬 1 2 3 27 68 102 187 390　　　　24．1％

小 計 2 8 27 104 222 426 702 1，491　　　　92．3％

不明 0 0 o 8 20 26 70 1247 ．7％

計 2 s 27 ll2 242 452 772 1，615　　　100，0％

　9．初交の季節

　初 交 の 時期 を季節別 に み る と， 夏 ， 冬 ， 春 ， 秋 の 順

で あ り ， 前回 同様で あ っ た．月別 に検討 し て み る と 8

月 （17．5％），7 月 （112 ％），12月 （9．8％）， 5 月 （8．7％），

1  月 （8．4％ ）， 3 月 （7．5％ ）と順序 は 過去 の 調査 と若 干

異 な る もの の ，や は り過去 の 調査同様 ，夏休 み，冬休

み ， 春休 み な ど休暇 の多い 時期 と
一

致 して い た（表 9）．

　10．交際 し て か ら初交に 至 るまで の 期間

　交際 を始め て か ら初交 に 至 る まで の期間を表10に 示

し た．交際開始後 2 〜 3 カ 月以 内が 最 も 多 く26．3％ ，

1 カ 月以内が そ れ に 次 ぎ25．7％で あ り， 3 ヵ月以内に

67．4％が ま た 6 カ 月 以 内 に 80．5％ が 性 交 に 至 っ て い

る．前回 の 調査 で も交際を始 め て か ら性交 に 至 る まで

の 期間は 短縮化さ れ る傾 向が あっ た が ，今回 さ ら に

数％ で はあ るが ， 短縮化され て い る．

　11．妊娠 に 至 る ま で の 性交回数

　交際開始 か ら妊娠 に 至 る ま で の 性 交回数 は 表 11の よ

うで あ る．最 も多か っ た もの は10回以上 で あ り， 増加

傾向を 示 し た前回 （66．4％）よ り さ ら に 増加 し73．5％ を

示 した． 5回以 内 の 性交 で 妊娠 した もの は第 2 回調査

（21．3％）
一

・第 3 同調査 （16．1％）→ 今回 （9．1％）と 調査

ご と に 減少す る傾 向が 認 め られ た．10回以内の妊娠 も

同様で あ り第 2 回調査 （32．9％）・》第 3 回調査（26．8％）

→ 今回（16．7％）と減少 を 示 し た．また
，

1 回 の み で 妊

娠 した もの も第 2 回調査 （3．9％）→ 第 3 回調査 （2．1％）

→ 今回（L2 ％）と同様減少を示 し た．

　 12．同棲 の有無

　同棲の有無 を表 12に 示 し た が，同棲経験 の あ る もの

は32．5％ で あ り， 60％ は同棲の経験が な くこ の点は過

去 と同様の傾向を 示 した ．

　13．性感 の 有無

　性交に際し快感を感じ た も の は 32．O％ で あ り，第 1

圃 調査 （47．4％〉に 比 し少 な い も の の ， 第 2 同 調 査

（29．8％）， 第 3 回調査 （25．2％〉と同様 の 傾向を示 した

（表13）．

　 14．性交を行 っ た 動機 お よび婚前交渉 に対す る意識

　性交 を行 っ た 動機 ， お よ び婚前交渉 に 対す る 意識 を

そ れ ぞ れ 表 14お よ び 表 15 に 示 し た．性交 を行 っ た 動機

N 工工
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表10 交際 して か ら初交 に 至 る まで の 期間

13 14 15 16 17 18 19 計 （％）

1 週間以 内 1 1 8 21 4  68 11  24915 ．4％

1カ 月 以 内 o 3 7 26 69 HO 20e 41525 ．7％

2〜3 カ 月 o 2 3 26 72 128 193 42426 ．3％

4 〜6 カ 月 D o 6 15 18 66 lo7 21213 ．1％

7 〜lZカ 月 o 2 0 9 lI 22 50 945 ．8％

1 年以 上 D   2 9 16 34 44 1056 ．5％

小 計 1 8 26 106 226 428 704 1，49992 ，8％

回答 な し　 　 　 　 　1 0 1 6 1624Z 24 68 1167 ．2％

十
吊一一卩 2 8 27 112 452 772 1，615　　　100．｛，％

表11 妊娠 に 至 る まで の 性交同数

13 14 15 16 17 18 19 計 （％ ）

1回 o 2 3 4 4 3 3 19　 　 1．2％

2〜5 回 1 1 4 2工 21 39 41 1287 、9％

6 〜9 回 o 1 4 7 19 34 57 1227 ．6％

1 回 以上 o 3 15 74 176 333 586

小計 1 7 26 106 220 409 687

1，187　　　　73．5％

1，456　　　　90．2％

回 答 な し 1 1 1 6 22 43 85 1599 ．8％

十
塁
目

2 8 27 112 242 452 772 1，615　　　100．0％

表 12　 同棲 の 有無

13 14 15 16 17 18 19 計 （％）

あ り 0 1 6 29 66 153 270 52532 ．5％

な し 1 7 20 74 154 276 445 97760 ，5％
二「
貢
、4 1 8 26 lO3 22U 429 715 1，50293 ．0％

回答 な し 1 0 1 9 22 23 57 1137 ．0％

計 2 8 27 112 242 452 772 1，615　　　100．0％

表 13 性 感 の 有無

13 14 15 ユ6 17 18 19 曇

口 （％〉

あ り 0 2 8 30 8〔1 156 24  51632 ，0％

な し 1 0 6 8 21 46 75 1579 ．7％

わ か らな い 0 6 13 64 124 220 391 8王8　　　50．7％

小計 1 8 27 lU2 225 422 706 1，49192 ，3％

回答 な し 1 0 o 10 17 30 66 ／247 ．7％

計 2 8 27 ］12 242 452 772 1，615　　　100，0％
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表 ユ4　性交を行 っ た 動機

13
一一旦

15 6
．
41

17 18 19　 　 　 計 （％）

自分で 希望 0 0 2 19 43 　 741

ぞ54
1428 ，8％

好 奇心 か ら 1 1 9 20 49 75 309　　　　19，1％

無 理 矢理 に 0 0 o 7 10 9 25 613 ．8％

何 と は な しに 1 4 9 44 105 192 309 664　　　　41、1％

お 酒 を飲 ん で い た 0 0 0
一．．

」 6 20 　 18
．
1葱

47　 　 2．9％

わ か ら な い o 2 7 28 38 79 282　　　　17．5％

十
雪口 2 7 27 ユ06 227 428 708 正，505　　　　93，2％

回答 な し 0 1 D 動一．．
／5

112　　　 242

24 64 1106 ．8％

計 2 8 27 452 772 1，615　　　100、0％

表 15 婚前交渉 に対 す る意識

13 14 15 16 17　　 　　 18 玉9 計 （％ ）

愛 して い な くて も
同意が あれ ば よ い

0 1 2 6 28 42 118 197　　　　12，2％

愛 し て い れ ば よ い 2 4 20 66　　　　 159 307 479 ヱ、037　　　　64．2％

結 婚が 前提 な ら よ い 　　 　0 D 2 5 8 28 45 885 ．4％

ど ん な 場合 で も

よ くな い
o o 1 1 2 2 1 7　　 0，4％

解 らな い   3 2 2S 29 51 74 187　　 11．6％

小計 2 8 27 ユ 6 226 430 7ゴ 1，516　　　　93．9％

回答 な し 0 0   6 16 22 55 99　 　 6．1％

計 2 8 27 1ユ2 242 452 772 1，615　　 100，0％

に 関 して は ， 「何 とはな しに」， 「わ か らな い 」， 「求め ら

れ る ま ま に」性交に 至 っ て い る も の が 全体 の 62．4％で

あ り，過去 と 同様 の 傾向 を 示 し た．ま た 好奇心 か ら性

交 に 至 る もの が い ず れ の調査 で も17〜18％ と ほ ぼ
一
定

の 割合 で 存在 す る こ と は興味深 い ．婚前交渉 に 対 す る

意識 は全体 的な傾向 として は前回同様で あ る が ， 前回

増加傾向を示 した 「愛 して い れ ばよい 」は今回 さ らに増

加した （前回62．2％今回64．2％）．ま た前回半減 した 「結

婚が 前提な ら よ い 」は さ ら に 減少 した （前 回8．4％今 回

5．4％）．同様「ど ん な場合で も よ くな い 」は過去の 調査

で は 2％前後を 示 し て い た が ，今回0．4％ と激減 した．
一

方 い ず れ の調査 に お い て も「愛 し て い な くて も同意

が あれ ば よ い 」が IO％前後を占め て い る．

　 15．性交経験 に つ い て

　表 16に性交経験の年齢別分布 を示 し た ．

　「現在 の 人 との み」と い うの は 28．2％ と前回 に 比 し 著

し く減少 し て い る （前 回41．4％）．

　
一

方， 「2〜 5人」42，3％ と前回 と差が ない の に対 し

「6 〜 9 人」は 7．3％ → 11．4％ ， 「10人 以 上 」が 5 ．6％・一・

10．5％と増加傾向を示 して い る． こ の こ と は ， 前回報

告 で も指摘された こ とで あ る が ， 欧米同様十代 の 性の

特徴 と さ れ て い る相手が複数 と い う現象が我が国で も

一
般的 に な りつ つ あると思われ る．

　16．避妊に つ い て

　避妊 の 状況 に つ い て検討 した の が 表17で あ る．少 な

く と も 1 回 は避妊 を行 っ て い た もの は ， 83．3％を占め

第 1回調査 63％ ， 第 2 回調査 77．9％ ， 第 3 回調査81％

と次第 に増加 の傾向を示 し て い る．未婚 の もの に と っ

て は妊 娠は 望 まれ ない こ とが多 い が ， 今回 の調査で は

既婚者 の 占め る割合が 以 前の 調査よ り増加 して お り，

こ れ ら の 者 に と っ て は 妊娠 が 必ず しも望 まれ な い も の

の み で はな くむ しろ歓迎す べ きもの も多 い ．し た が っ

て 両者 を ま とめ て集計 す る こ と は好 ま し くない ．そ こ

で ， 既婚 ， 未婚に 分 け て 検討 した．既婚者が少な くと

N 工工
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表 】6　”「生交経、験

13 14 15 16　 　 　 　 17　 　 　 　 18
．．！9．．．
178

計 （％ ）

現 在 の 人 の み 1 5 14 43 84 131 456　　　　28，2％

2〜5 人 1 1 7 46 86 191 351 683　　　　42．3％

6 〜9 人 0 0 2 8 27 45 102 184　　　　11．4％

10人以 上 〔〕　　　　 1 4 王1 33 51 69 169　　　　10．5％

小 計 2 7 27 108 23  418 700 1，49Z　　　　92．4％

回答 な し o 工 0 4 王2 34 72 IL37 ．6％

計 2　　 　　 8　　 　 　 27 112 242 452 772 1，615　　　100．｛，％

表工7　避妊 に つ い て

13 14 15 16 17 18 19
圃
言
口 （％）

い つ もして い た e 1 2 15 37 72 1  9 236　　　　14，6％

時 々 し て い た 工 3 20 79 162　　 　 306

した こ とが な い 1 4
PO

15 31 61

539　　　　　　】，1ヱ 　　　　68．7％

8］　　　　 198　　 1Z．3％

小計 2 8 27 ユ09 23〔1 439 729 1，544　　　　95，6％

回 答 な し o 0 ，｛ 3　　 　　 12 13 43 714 ．4％

計 2 8 27 ユ12 242 452 772 1，615　　　100．D％

表
．18　避妊の 方法

13 14 15 16 17 18　 　 　 19　 　 　 計

コ ン ド ーム 1 4 20 85 189 361

中絶性交 0 0 2 ra 7 9

610　　　　　　1．Z7U

19　 　　 　　 4Z

（％）

78．6％

2．6％

オ ギ ノ 式 o 0 e 0 0 3 4 7o ．4％

ピ ル u6
−”

o ｝〔 u e 1 2 30 ，2％

そ の他 o ，〔 2 3 1 8 14G ，9％

小 計 1 4
一
4

Z2 92 199 375 643 1，336　　　　82．7％

回 答な し 1 5 20 43 77 129 〜！9 　 17・3％

計 2　 　　 　 8 27 112 242 452 　　 　 772 1，615　　　100．0％

も 1 回避妊 し た率は 82，3％で あ る の に対 し未婚者 で は

87．1％ と高値 を示 した．しか し，い つ も避妊 を行 っ て

い る もの は前同調査同様 16．2％ の み で あ っ た．望 まれ

な い 妊娠 を防 ぐため に は避妊 は毎回行 わ な け れ ば な ら

な い わ け で あ り，
こ の 点性教育 の 必要性 が 痛感 さ れ る．

　 17．避妊 の 方法

　避妊 の 方法 を調査 した の が 表 18で あ る．コ ン ドーム

の 使用 が 最 も多 く78．6％ で あ り ， 過去 の 調査 と同様 の

傾 向を示 した．

　ユ8．性教育の 有無

　性教育 を受 けた経験 が あるか と の 問 い に対 し ， 何ら

か の 性教育 を「受けた 」もの が 67．6％，「受 けた こ とが な

い 」もの が29．7％で あっ た．性教育を「受け た」もの は ，

第 1 回 調査 54．9％，第 2 回調 査59．1％，第 3 回調 査

6ユ．0％， 今同 調査 67．6％ と 調査 ご と に 増加 し て お り ，

性 教育 が 徐 々 に 浸透 し て き て い る こ と を 示 し て い る

（表19）．

　 19．性教育 を受け た場所

　 学校 で 受 けた もの が 圧倒的 に 多 く92．5％ を占 め た．

家庭で 受け た もの は 7．2％に 過 ぎず過去 の調査 と同様

の 傾向を 示 した （表20）．

　20．性教育 に 対 す る関心
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表19　性教育を受けた か

13 14 15 16 17

受 けた 1 4 17 81 172

1§ 19 計 （％）

314　　　　　503　　　　　1，092　　　　67、6％

受 けない 1 4 lo 29 70 129 237 480　　　　29．7％

小 計 2 8 27 11  242 443 740 1，572　　　　97，3％

回答 な し o 0 0 2 o 9 32

十
＝．一口 2 8 27 112 242 452 　　 　 772

　 43　 　 2．7％

1，615　　　100．0％

表 20 性教 育 を受 けた場 所

13　　　　 】4　　　　 15 16 17 18 19 卜
…

百 （％）

家庭 1 0　　　　　　　　0　　　　　　　　7　　　　　　　14　　　　　　　26　　　　　　　31

4　　　　　　　17　　　　　　　74　　　　　　158　　　　　　287　　　　　　470

797 ．2％

学校 0 ユ，DIO　　　　92 ．5％

そ の 他 0 o   0 0 1 2 3   ，3％

小 計 工 4 17 81 172 314 503 1，092　　　100．0％

回答 な し 0 o 0
一
7

O　　 　 　 O　　 　　 O

81　　　　　 172　　　　　314

o 0O ．O％

計 1 4 503 1，092　　　100．0％

表 21 性教 育 に 対 す る関 心

13 14 15 r6 17 18 19 三
再 （％）

受 けた か っ た 0 3　　　　 6

0　 　　 　　  

1511 35　　　　　　　40　　　　　　　91　　　　　　　　190

27　　　　　　67　　　　　116　　　　　　　22239

．6％

ど うで もよ い 1 46．3％

必要 ない 0 0 1 2 8 22 28 61　 　 12．7％

小 計

回 答 な し

計

1 3 7 28 70 129 235 4739S ．5％

O 　 l 　 3 　 1 　 0 　 0 　 2 　 71 ．5％

1　　　　　　　4　　　　　　　10　　　　　　29　　　　　　70　　　　　　129　　　　　　237　　　　　　　480　　　10  ．0％

　性教育 を 受 けな か っ た 480名に対 し て，性教育に対す

る関心 を調査 した もの が 表21で あ る．全体的 に み る と

「受 けた か っ た 」が 39．6％ ， 「ど うで もよ い 」46．3％ ， 「必

要 な い 」12．7％ と前回 とほ ぼ 同様 の 傾 向を示 した，すな

わ ち約半数 の 46．3％ が「ど うで も よ い 」と考えて お り，

前回 と 同様の傾向を示 し た．ま た 「受 け た か っ た 」と答

えた もの は39．6％ と前回 （32．8％）に 比 し増加 し て い る

もの の第 1 回（53．8％），第 2 回 （46 ．9％）と比較 し減少

し て い る．し か し ， 既婚考 と未婚者で は 当然関心 が異

な る はず で あ り，
こ の 点 か ら既婚者 と未婚者 に 分 け検

討 し た．既婚者で は「受 け た か っ た」が 24．9．％ ， 「ど う

で も よ い 」が60．9％，未 婚 者 で は「受 け た か っ た 」が

44．5％ ， 「ど うで も よ い 」が36．1％ と 未婚者 に 関 し て は

第 2 回同様 の 傾向を 示 し た．す な わ ち当然の こ とな が

ら未婚者 の 方が 望 まれな い 妊娠 を避 けた い とい う点か

ら性教育に対す る関心 が高 い とい え る．

　 21．月経 が 停 止 し た時 の 気持ち

　「妊娠 し た と思 っ た」が56，3％ ， 「そ の うち ある と思っ

た 」33．5％，「気 に しなか っ た」5．7％ と過去同様 の 傾 向

を 示 し ， 約40％の人 は妊娠す る と は 思 っ て い なか っ た

よ うで あ る （表 22）．

　22．妊娠 と い わ れ た 時の 気持ち

　表 23に 妊娠 と い わ れ た 時 の 気持ちを示 した．「シ ョ ッ

ク だ っ た 」が 前回 の 51．9％か ら35．3％へ 激減 し ， 逆 に

「うれ しか っ た．」が 前回 の 36．2％ か ら49，1％へ と増加し

て い る が ，
こ れ は今回 の調査 で 既婚者の 占め る割合が

増加し て い る た め と思 わ れ る．そ こ で 既婚 ， 未婚 に 分

け て 検討 し て み る と 当然 の こ と な が ら 既 婚者 で は

「シ ョ ッ ク だ っ た 」と い う も の は 11．3％ に 過 ぎず ， 逆に

「うれ しか っ た」が 74．5％を占め る．未婚者 で は 反対 の
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表22　月経 が 停 止 した 時の 気持 ち

13 14 15 16 17 1S 19 計 （％）

妊 娠 した と 思 っ た a 1 10 56 122 271 450 910　　　　56，3％

そ の うちあ る と，思 っ た 　 　 2 5 17 40 89 137 251

気 に し な か っ た a 2 o 13 19 30 28

541　　　　33，5％

92　 　 5，7％

小 計 2 8 27 ］09 230 438 729 1，543　　　　95．5％

回 答 な し o 0 e 3 12 14 43 724 ．5％

計 2 8 27 112 242 452 フ】
冖
r7 1，615　　　100．0％

13

　　表23 妊 娠 とい わ れ た時 の気 持 ち

14　　　　　　15　　　　　　16　　　　　　17　　　　　　18 19 計 （％）

シ ョ ッ ク だ っ た 2 5　　　　　 14

ユ　　　　　 2

50 96 148 255 570　　　　35．3％

何 と も思わ な か っ た 0 14 30 46 67 1609 ，9％

うれ し か っ た 0 2 9 43 　 】9P　 236 403 793　　　　49．1％

小計 2 8 25 107 226 430 725 1，523　　　　94．3％

回 答 な し 0 0 2 5 16 22 47 925 ．7％

計 2 8 L7 ll2 242 452 772 1，615　　　100、0％

表24 両親 は 妊娠の こ と を知 っ て い る か

13 14 15 16 17 18 19． 計 （％）

自分が 知 らせ た ］ 2 16

一
72 ］49 302 496 1，038　　　　64，3％

知 らせ て い な い が

知 っ て い る
1 3 6 12 22 22 31 97　　 6，0％

知 ら な い 0 3 5 20 51
．

102 182 364　　　　22 ，5％

小計 2 8 27 104 223 426 709 1，499　　　　92．8％

回 答な し 0 o 0 8 19 26
一至3 1！！−、 7・2％

計 2 9 27 ／1Z 242 ・152 772 1，615 　　　100．O％

傾向を示 し， 「シ ョ ッ クだ っ た」が 54，5％，「うれ しか っ

た」が 32．2％ で あ り， 未婚者は前回調査 と同様の傾向を

示 し た．

　23．両親 は 妊娠 の こ と を知 っ て い る か

　娘 の 妊娠 を両親 が 知 っ て い る か と の 設問 に 対 し，「自

分 か ら知 らせ た 」が 64．3％ と前 ［Lfは り さ ら に 増加 し た．
一

方 「知 らない 1は前回 よ りさ ら に 減少 し 22．5％ で あ っ

た．婚姻 の 有無に よっ て 当然結果は異なる こ とよ り，

既婚，未婚 に 分 け検討 した．「自分 か ら知らせ た」もの

は 既婚者 で は93．8％ で あ る が，末婚者 で は54．5％，「知

ら な い 」は 既 婚者 で は 2．0％ に 過 ぎ な い が ，未婚者 で は

39．〔｝％ で あ っ た．

　24．胎児 に対 す る気持 ち

　胎児 に 対す る気持 ちを表 25に 示 したが，前回 まで 減

少を続けた 「か わ い そ う」は さ ら に減少 し （前回23，4％
→今回 ］2．9％），逆 に 前 回まで増加 を続けた 「か わ い い 」

は さ ら に 増加 し た （前回32．7％ → 今回45．8％）．こ れ も

当然婚姻 の 状態 に よっ て 分布が異な る と考えられ る た

め ， や は り既 婚 ， 未婚 に 分 け検討 し た．既婚 者 で は 「か

わ い そ う」，「悪 い こ と をした 」， 「憎 い 」等 の 否 定的な気

持 ち は 合 わ せ て わ ず か 6．9％で あ り「か わ い い 」が

80．1％ を占める．こ れ に 対 して 未婚者 で は否 定的な気

持 ち が 85．4％ を占 め ， 逆 に うれ し い は 27．8％に 止 ま っ

た ．

　 25．妊娠 に つ い て 最初 に 相談 した 相手

　「妊娠 し て い る」と い わ れ た 時 に最初 に相談 し た相手
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表 25　胎 児 に 対す る気 持 ち

13 14 15 16 工7 18 19 計 （％）

何 と も思 わ な か っ た 　　 0 o 0 3 1工 14 19 472 ．9％

か わ い そ う 1 2 8 19 39 56 84 209　　 12．9％

悪い こ とを した 1 4 9 43 76 129 193 455　　　　28．2％

憎 い o 0 彑 G 0 1 3 O．2％

か わ い い 0 2 9 38 91 214 386 740　　　　・45．8％

小
．
計 2 8 26 103 217 414 685 1，455　　　　ge．1％

回 答 な し   0 1 9 25 38 87 ］6D9 ．9％

計 つ一 8 27 1】2 242 452 772 1．615　　　100． ％

表26 妊娠 に つ い て 最初 に 相談 した 相乎

13 14 15 16 17 18 19 計 （％）

だれ に も相談
して い な い

  1 2 3 6　　　　 　 2 12

相手 の 人 0 2 14 57 147 302 492

　 26　　 1．6％

1、 14　　　　62，8％

友達   2 【
O 24 ・13 70 120 264　　　　16，3％

女 姉妹 G 0 2 3 10 IS 20 533 ，3％

男兄弟 0 o 0 2 0 1 2 50 ．3％

学校 の 先生 0 1 0 1 1 1 ）〔 4O ．2％

医師 0 0 D 1 1 ワ凵 1
尸
ゆ 0．3％

父 親 D o 0 0 0 0 3 31D 0．2％

母親 1 1 3 11 10 25 50 6．3％

そ の 他   0 o 3 王 1
尸
D lo　 　 o．6％

小計 1 7 26 105 219 422 705 1，485　　　　92， ％

回 答 な し 12 1 工 7 23 30 67 1308 ，0％
二置
口 8 27 112 242 452 772 1，615　　　1DO．0％

は前回 の 調査 と同様相手の 入が最も多 く62，8％ ， 次 い

で 友達 の 16．3％ で あ っ た （表26）．

　26．過去の妊娠

　今 回の 妊娠以前 に 妊娠 した こ とが あ るか との 問 い に

対 し ， 「あ る 」も の が 22．4％ ， 「な い 」も の が 70．5％ ， 「回

答な し」が7．2％ と過 去 の 調査 と 同様 の 傾向を示 し た

（表 27）．

　 27．過去 の 妊娠回数

　過去 に 妊娠 した こ との あ る もの に対 し今 回の 妊娠 の

ほか に 何回妊娠 した こ と が あるか 調査 した の が 表28で

あ る．ほ と ん ど の もの が 1 回 の み で あ り，77．3％を占

め た ．2 回 の も の 18．0％ ， 3 回 の も の が 4．2％，4 回 の

もの も 2例認 め られ過去の 調査 と同様の傾 向を 示 し

た ．

　28．初診時の 妊娠週数

　表29に 初診時 の 妊娠週数 を示 し た． 7 週 ま で に

43．7％ ， 8〜l！週ま で に 22．7％ と11週以前に 66．4％の

人 が 受診 し て い る．12〜23週 まで に 受診 して い る 人 は

17．6％ で あ り， 年齢別 に検討 す る と ， 12〜 23週 の 初診

者 の 絶対数は 妊娠数 が加齢 に 伴 い 増加 す るの に 従 い 増

加 す る．し か し，各年齢 に お け る 妊娠例で の 12週 以 降

の 初診の 割合 を検討す る と，13歳の 妊娠 の 50％，14歳

37．5％ ，　15歳 37．0％ ，　16歳33．9％ ，　17歳26．9％ ，　18歳

29．0％，19歳21．2％ と若年者ほ ど初診 の 時期 が 遅れ る

こ と を示 し て い る．

　 29．妊娠 の 結末

　妊娠の 結末 を表30に 示 し た．全妊娠1，615例 の う ち自

然流産 19例（1．2％），人 工 妊娠中絶582例 （36．0％），経
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表 27　過 去 の 妊 娠

13 14
一
り．
ワ9
．
尸
D

l

．
2

16 17 18 19 計 （％1

あ る o o 1195 39 112 19．　7 36122 ．4％

な い 2 8 184 313 511 1，13870 ．Jr％

小計 2 80 27 106 223 425 708 1，49992 ．8％

回 答 な し o 0　 　 　 　 6

27　 　 　 112

19 27 64 1167 ．2％

計 2 8 242 452 772　　　　　　1，615　　　100．0％

表28　過去 の 妊娠 回数

13 14 15 16 17 18 王9 計 （％）

1 回 0 o 20 9 35 86 147 27977 ．3％

回
．
回

ワ一
　

3

）〔 ，〔 z

o ，〔 〕〔 o

40 15

．
U

2 803
｝
］

556118 ．0％

4．2％

4 同 0 0 0 o e 2 2O ，6％
‘
三口 o 0 2 1］ 39 112 197 361　　　100．O％

表29　初診時の 妊娠週数

13 14 15 16 17 18 19 計 （％）

O 〜3週   〕〔 D o 0 ユ o 】 o．1％

4 〜7 週 D 3 8 39 91 17s 385 7〔］443 ．6％

8〜11週 0
．
0
．
3
　

0

　

0

D
一
D
…
埀
一
D
…
0

9
．
3

28 60 102 168 36722 、7％

12〜15週
卩
’ 23 44 54 131　 　 8．1％

16〜工9週 4
．
3

8 ユ4 30 32 925 ，7％

20〜23週 8 5 16 30 623 ．8％

24〜27週 0　 　 　 　 2

0　 　 　 　 3

4
…
6

16 13

28〜31週 1 e 7 11

35　 　 2．2％

28　 　 1．7％

32〜35週 0 1 0 2 9 8 11 311 ．9％

36〜39週 00 00

．
18

u 6 3 6 9

40〜43週 ー〔 ワ凵 1 4 4

24　 　 1．5％

ユ1　 　 D．7％

回答 な し 0 0
．
7
．
2

冖
ゴ 26 40 55

計 2 112 242 452 772　　　　　　1，615129

　　 8．e％

　　 　 100．e％

表30　妊 娠 の 結末

13 14 15 16 17 Is 19 計 （％）

自然 流産 0 0 1 1 2 ll 4 19 工．2％

人 工 申絶 1 6 66王
．

冖
ず

7

匚
」

3

99 16e 243 58265836 、O％

経腟分 娩 1 1 5

卩
’

8 181　 　 　 347

12　 　 　 　 34

40．7％

帝土 切 開 02 07 0 3 56

小計 23 98 193 364 628 1，3153

．5％

81M ％

不 明 0 1 4 14 49242 88 144 30018 ．6％

計 2 8 27 112 452 772 1，615　　　1DO，0％
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腟分娩658例 （40．7％）， 帝王切開56例 （3．5％）， 不明お

よ び回 答 な し300例（18．6％）で あ っ た．前 回調査 に 比 し

分娩 例 が 増加 し（23．1％一一
・44．2％）， 中絶例が 減少 し て

い る （54．1％・
・36，0％ ）．これ は今 回既婚者 の 占 め る 割

合が 増加 したた めと思われ る．

　　　　　　　　　　 考　　案

　 凵本産科婦人科学会 で は昭和53年以来
．
卜代妊娠の 実

態調 査を 5年ご と過去 3回 に わ た っ て 行 っ て きた ．第

1回 調査 は 昭和 53年 6 月 か ら 1 年間 に わ た り委 員長 ：

松本清
一 ・妊娠 問題小委員長 ：石浜淳美の も と行わ れ

日産 婦誌 32巻 10号 に 報告 さ れ て い る 。第 2 回調査 ， 第

3 同調査 は そ れ ぞ れ 委員長 ：中山徹也 ・
妊娠問題小委

員長 ：佐藤恒治 お よび委員長 ；玉 田 太朗 ・妊娠問題 小

委員長 ：佐藤恒治の も と に行われ各々 日産婦誌37巻 9

号，日産婦誌42巻 4 号 に 詳細 に 報告 さ れ て い る．最初

の 調査 か ら 15年を経過 し た現在社会環境の変化 に 伴 い

十代の妊娠の実態お よ び同時期 の 性行動，性意識 の 変

化 の 有無 を検討す る た め ， 今回第 4 回 目の 調査を行 っ

た ，以下 の 調査項 目 は過去 の 調査 と ほ ぼ 同様 の 結果 を

示 した．  年齢分布，  身体発育 （身長），   初経年齢

分布 と月経周期 ，   本人の 教育背景 ，   居住地区， 

家庭環境，  相手 の 教育程度 ，   初交 の季節 ，   同棲

の有無 ，   性感の 有無，  性 交 を行 っ た動機と婚前交

渉 に 対 す る 意識 ，   避妊 の 方法 ，   性教育 を受け た場

所 ，   月経が 停止 し た 時 の 気持 ち，  過去 の 妊娠 ，  

過去 の 妊娠回数 ，   初診時 の 妊娠週数 ， 以上 の 17点は

過去 の 調査 とほ ぼ 同様 の 傾向を示 し今後 も著変 な い も

の と思 われ る．しか し今回 の 調査 で 過去 3 「司の調査 と

大 き く異 な り既婚者 の 占め る割合が 増加 し た こ と，お

よ び 社会環境 の 変化 に よ り以下 の 調査項 目は過去 3 回

の 調査 とは 異な る結果 を得た．  本人 の職業 ，   相手

と の 関係 ，   性教 育 に 対 する関心，  妊娠 とい われた

時 の 気持 ち ，   両親は妊娠 を知 っ て い る か ，   胎児に

対す る気持 ち，  妊娠 に つ い て 最初 に 相談 した相手，

  妊娠 の 結末 ，   初交 の年齢お よ び場所，  身体発育

（体 重 ），  交際 し て か ら初交 に 至 る まで の 期間 ，   妊

娠 に 至 る まで の性交同数，   性交経験に つ い て ，   避

妊 に つ い て，  性教育 の 有無，の 15の 点 は 過去 の 調査

結果 と異な る結果を示 し た．この うち   〜  は既婚者

の 占め る割合が 増加 し た こ と に 起因 し，  〜  は 社会

環境 の 変化 に 起因 して い る と考 え られ る．以 上 の よ う

に今 回 の 調査 で 過去 3 同 の 調査 と大 き く異な る の は 既

婚者 の 占め る 割合 が 増加 し て い る こ とで あ る． こ の た

め過去 3回の 調査 とはか な り異な る結果を得た項目が

報 　 告
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年　 次　　 出生数 　 出生率
女 子 人 L」干対

1970 　　　　2〔〕，工65

1975　　　　15，99D

4．541i

1980　　　　14，576 3．6

1985　　　　17，854 4 ．1

1990　　　　17，478 3．6

1992　　　　18，372 3．9

19Y3 　　　　i71439 3．9

1994　　　　17，073 4．O

認 め られた．

　そ こで まず，「十代 の 婚姻 の 率 が 増加 し て い る の で あ

ろうか」こ の 点 か ら検証 して み た い と思 われる．十代妊

娠 の実態す な わ ち十代妊娠が実際 ど の くら い あ り ， そ

の うち何例 に 人．T．妊娠中絶が行わ れ て い るか は過去 お

よび現在に お い て も 不明 で あ り，各種統計 よ り推察 せ

ざ る を得な い ．厚生省 より毎年報告さ れ て い る優 生保

護統計 に よる と1984年ま で増加し そ の 後横這 い 状態 で

あ る．ま た 表 31に 示 した ご と く厚生省の 人 冂動態統計

に よ る と調査年度の 1995年度分 はまだ発表 され て い な

い もの の 過去 1985年以降十代の 分娩は 17，000〜18，000

程度 を推移し て お り調査年度の 1995年 の み 急増 した と

は考 え難 い ．し た が っ て 今 同 既婚者 ， 未婚者の 分布 が

異な っ た の は ， 調査施設を 取 り巻 く環境 の 変化 に 起因

し て い る の で は と考え られ る．すなわ ち 過 去 3 回 の 調

査 と もほ ぼ 同様の施設に調査 を依頼し て お り， こ れ ら

の施設は現在も分娩数の 比較 的多 い 施設 で あ る．過去

数年問全国的 に 分娩 を取 り扱 う施設 の割合は減少 し て

き て お り ， 婦人科の み対象と し た医療施設 の 割合が増

加 し て き て い る こ と は 周知 の 事実 で あ る．し た が っ て
，

分娩例が こ れ ら調査施設 に シ フ トし逆 に 人 工 妊娠巾絶

例は他施設 へ 移行 して い る可能性が 考え ら れ る．そ の

結果今回 の調査 で は施設は 過去 と同様 で あ る に もか か

わ らず既婚者の 割合が未婚者 に 比 し増加 し た の で は と

考 え られ る が そ の詳細 に つ い て は さ ら な る検討 を要す

る と思われる．い ずれ に せ よ今回 既婚者の 占め る割合

が 増加 し ， そ の 結果 と し て い くつ か の 調査項 目は従来

の 報告 と か な り異 な っ た 結果 を得 て い る．し た が っ て

今ま で の 調査 の 根底 に あ っ た十代妊娠 は 望 ま れ な い 妊

娠 が 多い と い う観念に と らわ れ ず，今 回は未婚 ， 既婚 ，

出産 に至 っ た経緯 （妊娠→結婚 か ， 結婚 → 妊娠 か ，未婚
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の ま ま 出産 か）等 を考慮し解析す る 必要が示 さ れ た．し

か し ， ク ロ ス集計に は まだ時間を要す る こ とおよび過

去 の 解析結果 と の 比較 と い う意味か ら今回 は第 1報 と

し て従来の 集計方法 と主 と し興味深 か っ た い くつ か の

点 に つ い て の ク ロ ス 集計を追加 して み た ．今後さ ら に

婚姻の状態 に よ る ク ロ ス 集計 お よ び従来 の 調査 で は 解

析 さ れ て い な い 分娩時に お け る産科的問題点等に つ い

て検討を加え順次報告 して行きた い と思 う．

　以下，従来 の 集計方法 に準じ た解析結果の概要を述

べ て み た い ．

　 まず ， 従来の 各報告 で ほ ぼ 同様の傾向を 示 した 点を

要約し て み る と ， 次 の よ うで あ る．年齢分布 で は 18〜19

歳 が約 75％ ，
17歳 が 15％ ， 16歳以下 が 約ユ0％で あ る．

身体発育で は 身長が 155〜159cm が最 も多 い ．初経 年

齢 は12歳 を中心 に 11歳 か ら13歳 に 分布 し ， 月経周期 は

順な る もの が 75〜80％で あ る．本人 の 教育的背景 は現

代 で は約 90％ の 高校進学率を 示 す に も か か わ らず ， 中

学卒が30％以上 を占め ， 大学生は 5％前後 で あ る．居

住地区は 都市部 に 集中 し，特 に 人 口 20万 人 以 上 の都市

が多い ．家庭環境で は 片親 の もの が 10〜15％ で あ るが

約半数以上 は両親と同居 し て い る．同居家族な し と答

えた もの は 従来同様約30％を占め た が ，今回婚姻 の 有

無 で ク ロ ス 集計を し て み た と こ ろ ， 30％ の うち20％は

婚姻の た め 夫婦で 暮 して お り， 未婚 の 独 り暮 し は 10％

で あ っ た．相手の教育程度は高校卒が最 も多 く， 大学

卒 ， 大学生 は少ない ，初交の 季節で は開放感 に あふ れ

た 夏 こ とに 8 月が 最 も多 く， 次い で冬 ， 春 ， 秋の 順 で

あ る．同棲経験 の あ る も の は 30％程度 で あり，60％は

経験が な く数値的に は過 去と同様の傾向を示 した．対

象が 十代 で あ る こ と を考 え る と30％の 同棲率は多い と

思 わ れ ， ま た婚姻の状態 に よ り当然異 な る こ と が 考え

られるの で 既婚，未婚 に 分け検討 して み た．未婚者の

同棲経験 の ある 率は 24．7％で あ っ た が
， 既婚者 で は

42，7％ で あ り同棲
一う 結婚 の パ タ

ー
ン が 多い こ とが わ か

る．性感 の有無 で は快感 を感 じ る もの は30％前後，50％

程度 はわ か らな い と答 え，快感を感じ な い もの が 10％

存在 す る．性交 を行 っ た 動機 で は 「何 と は な し に 」，「わ

か ら な い 」，「求 め られ る ま ま に」等漠然と し た気持ち で

性交 に 至 っ て い るもの が 60％程度 を占め る．ま た各調

査で 「好奇心か ら」と答え た もの が 17〜18％存在す る こ

と は興味深 い ．婚前交渉 に 対す る 意識 で は「愛 し て い れ

ば よ い 」，「結婚 が 前提 な ら よ い 1，「愛 し て い な くて も

同意が あ れ ば よ い 」の 肯定的意見が約80％ を占 め 過去

の 調査 と同様 の 結果 を示 し た が，1ど ん な場合で もよ く

な い 」は第 1 回調査 （9．4％）第 2 回調査 （1，8％）第 3 回

調査 （2．2％）と減少傾向 を示 して い た が ，今 回さ らに 減

少 し0，4％を示 し て い る．避妊の 方法 は約80％が コ ン

ドーム で あ り，

一
搬 人 と同様 で あ る．性教育 を受 けた

場所は約90％が学校で あ り ， 過去 3 回 の 調査 と同様で

あ る．月経 が 停止 した 時 の 気持 ち は 過 去 3 回 の 調 査 と

同様で あ り ， 55％前後が妊娠 した と思 っ て い る 反面 ，

35〜40％ の 人 は そ の うちあ る と思 っ て い る．過去 の 妊

娠で は妊娠経験の あ る もの は 20〜25％で あ り， ま た過

去 の 妊娠回数は 1 回 の み の も の が 多 く75％程 度 で あ

る．初診時の 妊娠週数は 11週 ま で に 60〜65％ の 人が受

診 し て くれ る が，
一

方24週以降に 初診す る もの も各調

査 で 5〜 7％を占め ， だ れ に相談す る こ と もで きず，

受診 の 時期 が 遅れ る こ と を示 して い る．こ の 傾 向 は 若

年者ほ ど著明 で あ る．

　 以上 が 過去 の 調査 を通 じて ほ ぼ同様 の 傾向 を示 した

が ， 以 下 の 各項 目は 過去 と異 な っ た 傾 向 を 示 し た．そ

こ で まず，既婚者 が 占める割合 が 増加 した こ とに より

調査結果 が 異 な っ た も の と思 わ れ る 点 か ら検討 し て み

た い と 思 う．本人 の 職業 は 今回 の 調査 で は 無職 の 占 め

る 割合 が
，

45．4％ と増加 して い る， こ れは既婚者 の 占

め る割合が 増加し専業主婦が 増加 し た た め で は な い か

と思われ る．相手 との 関係 で は従来 友達が最 も多 く次

い で 夫 の 順 で あ っ た が 今 回既婚者の 増加 した 関係か ら

夫 の 占め る割合が 36．2％ と 1位 を示 した，性教育 に対

す る 関 心 で は 「受 け た か っ た 」第 1 回 53．8％ 一・第 2 回

46．9％ → 第 3 回32．8％ → 今 回39．6％ と全体的 に 減少傾

向を 示 して い る．逆 に 「ど うで もよ い 」， 「必要な い 」の

否定的意見 は32．8％一．・48．2％ → 61．2％．・
》59，0％ と増加

傾向を示 し て い る．し か し未婚者 と既婚者で は 当然関

心 が 異な る は ず で あ る．そ こ で 既婚 者 と未婚者 に 分 け

検討し て み る と既婚者で は「受けた か っ た」24．9％ ， 「ど

う で も よ い 」60．9％ ， 未 婚 者 で は 「受 け た か っ た 」

44．5％ ， 「ど うで も よ い 」が 36．1％ と未婚者の ほ うが 既

婚者 に 比 し望 ま れ な い 妊 娠を避け た い と い う気持 ち か

ら性教育に対す る関心 が 高い と思 わ れ る．妊娠 と い わ

れ た時の 気持ち は 「シ ョ ッ ク 」と感 じ た者は第 1 同調査

60．4％第 2 同調査 58．6％第 3 同調査 51．9％ と毎 回減少

を続け て い た が今回 さ ら に減少し35．3％ で あ っ た．逆

に 「うれ しか っ た」は27．0％一う3工．1％ ウ36．2％ ・49．1％

と毎回増加 を 示 し て い る．第 2 同調査 と第 3 回調査 の

婚姻率は変化な い こ と よ り そ の 原因 は 不明 で あ るが ，

今回「シ ョ ッ ク だ っ た」が 著明 に 減 少 し「うれ しか っ た」

が急増 した の は既婚者 の 割合が増加 した こ と に 起因す
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る と考え られ る．そ こ で 既婚 者，未婚者 に 分 け検討す

る と当然 の こ とな が ら既婚者 で は 「シ ョ ッ クだ っ た 1と

い う もの は 11．3％ に 過 ぎず，「うれ しか っ た」も の が

74．5％を 占め る．逆に未婚者で は ， 「シ ョ ッ ク だ っ た 」

が 54．5％，［うれ し か っ た 」が 32．2％ を示 した．以上 の

よ う に今回 妊娠 と い わ れ た 時の 気持 ちが 過去 の 調査 と

異な っ た の は既 婚者 の 占め る割合が増加 したため と思

わ れ る．両親 は妊娠 を 知 っ て い る か ， 胎児に対す る気

持 ち も先 に 述 べ た ご と く同様 の 理 由で 過去 の 調査結果

と異 な っ た もの と考 えられ る．妊娠 に つ い て最初に相

談 した相手 は第 1 回調査 で は友達 が 第 1位 で あ り， 第

2 回調査以 降相手 の 人が 1位 で あ り友達 は 2 位で あ

る．今同 は 既婚者 の 占め る割 合が 高 い こ と よ り当然 と

い えよ う．妊娠 の結末 は過去 3 圃 の 調査 で は 55％以上

が 人 工 妊娠中絶，経腟分娩 が 20％弱，帝 王 切開が 1 ％

前後 ， 自然流産 が 2％前後で あ っ たが ， 今回人 工 妊娠

中絶36．0％，経腟分娩40，7％，帝王切開3．5％，自然流

産 L2 ％ と入 工 妊娠 中絶例が減少 し ， 分娩例が増加 して

い る が こ れ も今回既婚の 例が増加 して い る こ と に よ る

と考 え られ る．以上既婚者 の 割合 が 増加 した こ と に起

因す る と考え られ る 過去 の調査 との相違点を 上 げて み

た．

　次 い で ， 社会環境の変化等に よ り過去の調査を通 じ

て 変化 して きた点 に つ い て 検討 して み た い ．初交 の 年

齢は第 1回調査 で は 17〜18歳に ピーク の あ っ た もの が

第 2 回調査 で は 16〜ユ7歳 へ と 早期化 し，第 2 回 調査以

降15歳以 ドで 初交 を 迎 え た 割合 は 242 ％→ 30．1％→

37．9％ と調査 ご と に 増加 し て お り，早期化 の 傾向 を示

した ．初交の場所は第 1回調査 で は 野外 ， 車の 中が数％

認 め られ た が第 2 回調査以降減少し変わ っ て ， 相手 の

家 ，
ホ テ ル

， 自宅が増加 して い る。今 回 お よ び前 回 の

2回 の 調査 に お け る 体重 は そ れ以前の 調査 よ り若干 で

は あ る が増加 し て い る．交際 して か ら初交 に 至 る ま で

の 期間 は 3 カ 月以内 が 第 1 回調査以来 51．8％→58．4％
→ 62．1％ → 67．4％ ， 1 カ 月以 内が ， 27．4％ → 34．2％ →

36．3％ → 41．1％ と回 を重 ね る ご と に 早期化 の 傾向を示

した．妊娠 に 至 る まで の 性交 回数 は最 も多 か っ た の は

1 回 以 上 で あ り ， 前回 よ りさ ら に 増加 し73，5％を示 し

た．逆 に 5 回以 内の性交 で 妊娠 した もの は第 2 回調査

以 降 21．3％ → 16．1％ → 9．1％ と ま た 1 回 の み で 妊 娠 し

た もの も第 2 回調査 3．9％→2 ．1％ ・1．2％ と 毎回減少

傾向 を示 して い る．こ の 原因 と して 種 々 の 原因 が 考 え

られ る が ， 後に述べ る ご と く， 避妊率 の 増加お よ び既

婚者 の 増加 に よる性交回数 の 増 加等が考 え られ る．性

交経験 に つ い て は 「現在の 人 の み 」は第 2 同調査44．4％
．・第 3 回調査 41．4％→今回28．2％ と減少 して い る．複

数名の もの は 調査 の つ ど増加 す る傾向 に あ り ，

−F代 の

性 は 欧米化 し て き て い る こ と を示 して い る．避妊 に っ

い て は少 な くとも 1回避妊 を行 っ て い た もの は第 1 圓

調査以 来63．0％ → 77．9％ → 81．〔｝％ → 83．3％ と増加 し て

い る．特 に 未婚 者 で は 87．1％ と高値 を示 し ， 望 ま れ な

い 妊娠を避け よ う と い う意識 を窺 わせ る．し か し
， 毎

回避妊 を行 っ て い るもの は こ の うち 16，2％ に過 ぎず，

こ の点適切な性教育が望 ま れ る．性教育を 受 けた経験

に つ い て は第 1 回調査以降54．9％一
・59．1％一→ 61．0％→

67．6％と増加傾向を 示 し て い る．

　以上今回 の 調査結果 を前回 ま で と比較 し て 報告 し

た ．今回 の調査 か ら二 つ の 問題点が 浮 か び 上 が っ て き

た ．第 1 は 調査施 設 の 設定に関し て で あ る．先に述べ

た ご と く今回 の 調査で は 既婚の 占め る割合が増加 して

き て い る，しか し こ れ は 絶対数 の増加 に 基 づ く も の で

は な く ， 分娩施設が 減少 した 結果調査施 設 へ 分娩例が

集中し，分娩例 の 相対的 な増加 お よ び既婚例 の増加 を

来 し た 可能性が 示唆さ れ る．し た が っ て十代妊娠 の 動

態 を検討す る に は統計学、E好ま し くな く調査施設 の 設

定に
…

考を要す る と思わ れ る．し か し ， 未婚既婚 に 分

け集計すれぼ，若年妊娠 の 背景 ， 同時期 の性意識等を

検討 す る の に は極め て有用 で あ る．

　第 2 に 既婚者 に お い て は妊娠 は歓迎す べ き場合が多

く，
こ の 点従来の十代妊 娠 ＝ 望 まれ な い 妊娠 と い う固

定概念か ら作成さ れた感 の あ る現在 の ア ン ケ ート調査

の 内容 を過去 の 調査 と整合性 をもた せ つ つ 再考す る 必

要が あ る と思 わ れ る．しか し今 回 の 調査 結果 で も既婚

未婚 に 分 け検討 した結果 ， 思春期妊娠すな わ ち 望 まれ

な い 妊娠 と い う概念を脱却 し た一
面 を み る こ とが で き

極 め て 有用な調査 で あ っ た．しか し今回 の報告は第 1

報 と し て 過去 の 報告 との 比較 の 関係．E， 主 に 従来の解

析方法 を用 い た検討 で あ り ， こ の点
・F分 と は い い 難 い ．

し た が っ て今後婚姻の 状態 に よ る ク ロ ス 集計 お よ び既

婚者 の 率 の 増加 した こ とに より分娩例 も か な り増加 し

て い る こ と よ り，分娩の 実態，産科学的異常等 に つ い

て さ ら な る検討 を要す る．

　　　　　　　　　　む す び

　 日本 産 科婦人科学会思春期 を め ぐる諸問題検討小委

員会 で は 昭和 53年以来口産婦 ， H 母会員の協力 を 得 て ，

過去 3 回 に わ た り ， 全国か ら20歳未満 の 妊娠を 集 め ，

思春期妊娠 の 実態，そ の 背景因子等を検討 し て き た ．

今回同様の調査 を行 っ た が，産婦人科 を取 り巻 く社会
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環境の変化等に よ り ， 解析対 象 の 分布 が 従来 と 異な っ

て い る こ と が 判明 し今後 の 検 討課題 と し て 浮 か び 上

が っ た．し か し ， 婚姻の状態 に よ り分類 し検討す る こ

と に よ り ， 従来か らの性行動 ， 性意識 の 把握 に 加 え，

思春期妊娠す な わ ち 望 ま れ な い 妊娠 で あ る と い う固定

概念 か ら脱 し た 新 し い 側面 を 見出す こ とが で き極 め て

有効な調査 で あっ た と思 わ れ る．

　 な お 次 の 方 々 （敬 称略 ・順 不 同 ）か ら協 力 を い た だ い た こ

と を記 して
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